
























A Record of the Donation of Dr. Shu Suda’s Mementoes to the Life Museum of Azabu University
高槻　成紀 1，金子　倫子 2
1 麻布大学いのちの博物館 , 
2 群馬県伊勢崎市在住
Seiki TAKATSUKI1, Michiko KANEKO2
1The Life Museum of Azabu University, 1-17-71 Fuchinobe
Chuo-ku, Sagamihara, Kanagawa 252-5201, Japan 
2Isezaki City, Gunma Prefecture
Abstract:　Mrs. Michiko Kaneko, granddaughter of Dr. Shu Suda, who graduated from the original Azabu 
University in 1908, donated his belongings in June, 2016 to the Life Museum of Azabu University. This record 
introduces the correspondence between Mrs. Kaneko and Dr. Seiki Takatsuki, the senior curator of the museum, 
in which the authenticity and the background of the mementoes are discussed.  The mementoes include some 
old veterinary instruments, classic books, and certified documents.  A proposal to Gunma Prefecture by Dr. 
Suda’s father to establish a new pasturing company in 1878, and Dr. Suda’s favorite book “Horse’s Dream” are 
also included. The book describes a horse’s opinion to oppose the movement for horse breeding for military 
objectives.























































去勢術練習生命（明治 44年）蹄鐵工免状（明治 43年） 帝國在郷軍人會桐生町分會（明治 44年）
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麻布大学雑誌　第 28巻　2016年56
だから、ろくに食べ物も与えないで、無非道な所業をし
て配慮がありません。それでも、がまんして命令に沿う
ようにして長いあいだ鞭撻のもとに服役してきたのです
が、報酬として屠場という極楽浄土に回され、今や泣い
ても笑っても、屠斧のもとに往生をとげるしかありませ
ん。生者必滅の梵語を味わえば、それほど嘆くことでは
ないのかもしれません。そうではありますが、造化の万
物が生まれれば、そのあいだに無用な偏りはないはずで
す。なぜ私たち畜生が人間のために苦慮しないといけな
いのでしょうか。なぜ人間だけがわがまま勝手な振る舞
いをするのでしょうか。
とにかく不幸なのは馬です。私たちに文句を言う者い
わく「この馬は口向が悪い」、いわく「ひっかける癖が
ある」、いわく「前が弱い」、いわく、「跪
つまず
く馬だ」、いわ
く「踏み込みが悪い」、いわく「体が小さい」、いわく「体
格がよくない」、いわく「もともと病気持ちだ」と、悪
口だらけです。これはつまり自分が馬を扱う技術が未熟
であることをわかっておらず、ただ馬は口がきけないも
のと思い込んでいる迷誤者のことばです。
家畜のなかで馬ほど素直なものはいません。素直だか
らこそ、人間の行為にしたがって、ちょっと手を強く引
けばたちまち片口になるし、ちょっと脚をうまく使えば
蟹
かいこう
行（横歩き）もできます。にもかかわらず、自分の手
癖足癖で馬を曲げていることを忘れ、「こいつは口向き
不良だ」とか、「こいつは退却する癖がある」などはもっ
てのほかです。
そういうわけで私はもう我慢がなりません。もう蹄を
揃えて敵に背き、人間を蹴って目にもの見せてくれよう
と思うのですが、ここが堪忍。人間にも賢い人と愚かな
人があります。必ず私を見ることのできる賢明な人がい
るでしょう。まず徃（不明）を試しにこれを説いて、そ
ののち、旗鼓を見ても（註 1）遅くはないと衆議一決し
ました。
ここに先生を訪れたのは、最近、馬の品種改良などと
しきりにかしましく言っていますが、私はなんとも理解
に苦しむからです。先生、教えてください」という。
そこで私は答えた。
「我が国の馬は体が小さく、性質が遅鈍で、胸が狭く、
腹が太く、胴長で、四肢は短く、腰の接合が悪く、垂直
がよくなくて、筋骨が痩せ、蹄がよくなくて変形しやす
く、歩幅が狭く、スピードが悍威少なく、持久力が乏し
く、このため調教がうまくいかないので、処分するもの
が多い。もし外国に事あらば、わが軍隊はどうして敵と
戦えるだろうか。これが現在外国馬を輸入して急いで雑
種を作らなければいけないという理由である。」
馬が言った。
「先生の言われることは正しいのですが、日本馬の今
置かれた状況はその原因があるからに違いありません。
その原因を明らかにすることなく一概に改良を望むの
は、譬えていえば、黄河が清くなるのをまっていても百
年経っても効果がないのと同じだと断じて疑いません。
どうかお願いです、一こと言わせてください。先生、今
雑種を作ろうという説がありますが、私はわかりません。
というのは、私たちの祖先はすでに外国種であって、私
もまた雑種なのです。もし私を見て日本固有の馬という
者がいたら、それは物事をわきまえない馬鹿者のことば
です。陸奥の国の歴史を見てください。私たちの祖先は
伊達政宗公に誘致されて遠く彼爾斯（不明）より来て、
大いに雑種を作り、力があります。その遺骸はいまでも
三戸の東の小さな社の下にあります。つまり私たちの祖
先は外国馬であり、私たちはその後裔であることは疑う
余地がありません。ところがこの貴重な旧系を排斥して
新種族を迎えるのは日本人の軽薄さであり、実に嘆かわ
しいことです。雑種を作ること自体は悪くありません。
しかしそれだけで、保護し、発揚する道を準備しないの
は、卵を孵化させる技術を知らないのと同じで、それで
は成長を期待することはできません。まして今の日本で
は雑種が必要であることさえ気づいていないのですか
ら、なおさらです。体が小さい騎兵は大きな馬には乗れ
ません。馬を扱う技術のない騎手は鋭敏な馬を制するこ
とはできません。愛畜の心のないものは貴種の馬を保養
することはできません。体格、駆術、愛畜という三つの
ものがそなわってはじめて雑種を作ることができるはず
ですが、いまだに遅れています。旧来の馬の中にも、見
るべきものがあるのだから、なおさらです。そういう訳
ですから。私の見るところ、今日の急務は、馬種改良で
はなく、騎兵の改良であり、御者の改良であり、飼養の
改良であり、いや寧口人種（註 2）の改良です。」
（そう言うと）馬は大喝し、蹄塵をあげて走り去った。
夢が覚めれば辺りはすでに寂しくなり、残月が輝き、
涼しくなっていた。
註 1　 「旗鼓の間に相見ゆ」とは戦場で敵味方になって相
会すること
註 2　口先だけの人という意味らしい
